
校
長
　
後
藤
佐
登
美

　
保
護
者
の
皆
様
、
お
子

様
の
御
卒
業
ま
こ
と
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
令
和
二
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
策
に
明
け
暮
れ
た
年
度
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
三

年
生
は
、
四
月
五
月
の
学
校
休
業
、
大
学
入
試
改
革

の
突
然
の
中
止
、
感
染
拡
大
の
中
で
の
共
通
テ
ス
ト

の
実
施
な
ど
、
例
年
と
は
異
な
る
こ
と
の
連
続
で
し

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
毎
日
元
気
よ
く

登
校
し
授
業
を
受
け
、
部
活
動
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

下
級
生
を
指
導
し
て
く
れ
た
三
年
生
に
本
当
に
感
謝

し
ま
す
。

　
今
年
度
は
全
校
生
徒
が
集
合
で
き
た
の
は
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
の
防
災
訓
練
と
体
育
大
会
の
み
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
中
で
も
、
生
徒
個
々

が
力
を
存
分
に
発
揮
し
、
活
躍
し
て
く
れ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
運
動
部
の
最
後
の
大
会
が
開
催
で
き
ず

に
代
替
大
会
と
な
っ
た
と
き
、
あ
る
三
年
生
は
「
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
代
替
大
会
を
開
催
し
て
く
だ

さ
っ
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
お
礼
を
言
い
た
い
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
暗
い
中
に
も
光
あ
り
と
感

じ
た
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
こ
れ
か
ら
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
進
ん
で
い

く
社
会
は
ど
の
よ
う
な
社
会
と
な
る
で
し
ょ
う
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
も
ち
ろ
ん
、
予
期

せ
ぬ
災
害
や
新
た
な
感
染
症
の
脅
威
な
ど
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
「
生
き
て
い

れ
ば
何
と
か
な
る
、
人
と
つ
な
が
り
、
助
け
た
り
、

助
け
ら
れ
た
り
、
お
互
い
様
だ
」
と
い
う
気
持
ち
が

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
よ

り
も
人
間
の
行
動
、
特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
誹
謗
中
傷
な

ど
が
、
人
々
を
生
き
辛
く
し
た
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
人
間
は
、
一
人
一
人
は
弱
い
小
さ
な
存
在
で

す
が
、
力
を
合
わ
せ
て
困
難
に
立
ち
向
か
え
ば
光
は

見
え
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
、V

olatility

（
変
動
性
）Uncertainly

（
不
確
実
性
）Com

plexity

（
複

雑
性
）A
m

biguity

（
曖
昧
性
）
の
時
代
、
変
動
の

激
し
さ
や
見
通
し
の
困
難
さ
を
表
す
言
葉
と
し
て
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
前
例
の
な
い
時
代
を
生
き
て
い
く

皆
さ
ん
は
、
失
敗
を
恐
れ
ず
主
体
的
に
取
り
組
む
勇

気
や
強
靭
さ
、
失
敗
し
て
も
そ
こ
か
ら
学
び
立
ち
直

る
力
を
育
む
こ
と
が
肝
要
で
す
。
そ
し
て
お
互
い
を

認
め
合
う
文
化
が
醸
成
さ
れ
、
自
分
と
異
な
る
他
者

を
受
け
入
れ
、
学
び
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
多
様
性
に

基
づ
く
異
次
元
の
展
開
も
期
待
で
き
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
一
方
で
は
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
を
生
き
抜
く
に
は
、

生
涯
を
通
じ
て
学
び
続
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
卒

業
生
諸
君
に
は
学
び
を
継
続
し
、
自
分
の
人
生
を
主

体
的
に
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
本

校
の
教
育
活
動
に
御

理
解
御
協
力
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

袋
井
高
校
職
員
一

同
、
お
子
様
が
充
実

し
た
人
生
を
歩
み
、

新
た
な
時
代
を
創
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

三
学
年
主
任
　
大
石
　
真
理

　
　
鈴
と
、
小
鳥
と
、
そ
れ
か
ら
私
、

　
　
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。

　
有
名
な
、
金
子
み
す
ゞ
の
詩
「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」の

第
三
連
で
す
。
特
に
最
後
の
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん

な
い
い
」
は
有
名
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
と
共
に
語
ら
れ

る
の
は
、「
互
い
に
認
め
合
お
う
」
と
か
、「
仲
良
く
し
よ

う
」
と
い
っ
た
内
容
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
は
単
な
る
私
見
な
の
で
す
が
、
第
一
連
・
第

二
連
を
読
む
と
、
作
者
の
注
目
は
自
己
へ
向
か
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
小
鳥
は
空
を
飛
べ
る
。
鈴

は
美
し
い
音
を
奏
で
る
。
で
も
、
私
だ
っ
て
走
っ
た

り
歌
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。そ
ん
な
ふ
う
に
、

自
己
を
見
つ
め
、
自
分
を
認
め
よ
う
と
す
る
詩
で
あ

る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
学
校
で
生
徒
の
み
な
さ
ん
と
過
ご
し
て
お
り
ま
す

と
、「
私
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
う
姿
勢
に
出
会
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
普
段
の
種
々
の
学
習
や
活
動
を

鑑
み
ま
す
と
、
ほ
ん
の
少
し
の
努
力
で
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
に
な
あ
と
じ
れ
っ
た
く
な
り
ま
す
。

　
三
学
年
に
な
っ
て
成
績
が
随
分
上
が
っ
た
人
の
う

ち
の
一
人
が
、「
も
う
少
し
早
く
勉
強
を
始
め
て
い

れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
」
と
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
は
、ひ
た
む
き
に
学
習
を
し
て
き
た
人
が
、

ふ
と
自
分
を
振
り
返
っ
た
と
き
の
、
偽
ら
ざ
る
気
持

ち
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
尊
い
言
葉
で
も

あ
り
ま
す
。
自
分
を
し
っ
か
り
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
他
者
と
比
較
す
る
こ
と
は
簡
単
で
す
が
、
そ
の
こ

と
で
他
を
羨
ん
だ
り
自
分
を
卑
下
し
た
り
す
る
の
で

は
な
く
、
自
分
は
自
分
と
し
て
、
ひ
と
あ
し
ひ
と
あ

し
、
地
を
踏
み
し
め
て
歩
ん
で
ほ
し
い
。

　
三
学
年
の
み
な
さ
ん
の
卒
業
に
あ
た
っ
て
、
こ
ん

な
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
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あいのだよりあいのだより
「
自
ら
の
人
生
を
主
体
的
に
」

自
己
を
見
つ
め
る
目
を
養
う

1 あ い の だ よ り



回
答
人
数

1年
284名

／
286名

A
　
よ
く
あ
て
は
ま
る

B　
や
や
あ
て
は
ま
る

C　
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い

D
　
ま
っ
た
く
あ
て
は
ま
ら
な
い

A
＋
Bの
百
分
率
k（
%
）と
し
て

75≦
k≦
100

○
○

と
す
る
。

2年
301名

／
308名

50≦
k＜
 75

○
3年

279名
／
292名

25≦
k＜
 50

×
全
体

864名
／
886名

 0≦
k＜
 25

×
×

回
答
率

97.5%

令
和
２
年
度
　
学
校
教
育
活
動
自
己
診
断
票（
生
徒
用
）　
〈
令
和
２
年
１２
月
実
施
〉

№
質
　
問
　
項
　
目

A
よ
く
あ
て
は
ま
る

Bや
や
あ
て
は
ま
る

Cあ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い

D
ま
っ
た
く
あ
て
は
ま
ら
な
い

ｋ
判
定

令
和
元
年
度

平
成
30年
度

平
成
29年
度

1年
２
年

３
年

全
体

1年
２
年

３
年

全
体

1年
２
年

３
年

全
体

1年
２
年

３
年

全
体

１
年

２
年

３
年

全
体

K
判
定

K
判
定

K
判
定

1
教
育
課
程（
学
習
計
画
）は
自
分
の
進
路
希
望
の
実
現
に
か
な
う
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

26.1
24.1

28.7
26.3

61.5
63.6

54.8
60.0

11.0
9.9

13.3
11.3

1.4
2.4

3.2
2.3

87.6
87.8

83.5
86.3

○
○

88.0
○
○

79.8
○
○

82.4
○
○

2
わ
か
り
や
す
い
授
業
が
多
い
。

20.1
17.0

20.9
19.3

58.3
64.6

59.0
60.7

18.7
16.7

17.6
17.6

2.8
1.7

2.5
2.3

78.4
81.6

79.9
80.0

○
○

82.2
○
○

72.1
○

74.6
○

3
学
力
が
つ
い
て
き
て
い
る
。

23.7
18.4

26.9
22.9

53.0
63.3

57.7
58.1

20.1
17.3

12.5
16.7

3.2
1.0

2.9
2.3

76.7
81.6

84.6
81.0

○
○

79.9
○
○

75.9
○
○

76.5
○
○

4
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
な
ど
教
材
や
教
え
方
に

様
々
な
工
夫
を
し
て
い
る
先
生
が
多
い
。

9.9
16.7

10.4
12.4

47.7
46.3

38.0
44.0

36.4
33.3

40.9
36.8

6.0
3.7

10.8
6.8

57.6
62.9

48.4
56.4

○
54.5

○
50.9

○

5
学
習
時
間
調
査
で
、自
分
の
学
習
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

19.1
17.3

18.6
18.3

48.1
48.3

47.0
47.8

27.6
29.3

24.4
27.1

5.3
5.1

10.0
6.8

67.1
65.6

65.6
66.1

○
73.0

○
66.6

○
67.0

○

6
先
生
は
生
徒
の
質
問
に
対
し
て
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
対
応
し
て
く

れ
る
。

32.5
27.2

34.8
31.4

55.1
60.5

52.3
56.1

10.6
11.2

10.4
10.7

1.8
1.0

2.5
1.8

87.6
87.8

87.1
87.5

○
○

89.8
○
○

85.1
○
○

89.4
○
○

7
先
生
方
は
、生
徒
の
悩
み
や
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
。

25.8
21.1

35.1
27.2

52.7
53.4

45.9
50.7

17.0
21.8

16.1
18.4

4.6
3.7

2.9
3.7

78.4
74.5

81.0
77.9

○
○

80.3
○
○

75.9
○
○

73.4
○

8
授
業
で
積
極
的
に
発
表
で
き
た
。

9.5
4.8

11.5
8.5

34.3
36.4

39.8
36.8

47.3
48.3

39.4
45.1

8.8
10.5

9.3
9.6

43.8
41.2

51.3
45.3

×
45.3

×
81.6

○
○

85.6
○
○

9
文
理
選
択
が
主
体
的
に
行
え
た
。（
1年
）

自
分
の
進
路
希
望
に
あ
っ
た
コ
ー
ス
・
科
目
選
択
が
で
き
た
。（
２
年
）

進
路
資
料
の
検
討
や
学
部
等
の
進
路
決
定
が
自
発
的
・
主
体
的
に
行

え
た
。（
３
年
）

72.8
48.0

47.7
55.9

22.3
45.6

40.5
36.4

2.1
5.1

9.3
5.5

2.8
1.4

2.5
2.2

95.1
93.5

88.2
92.3

○
○

93.4
○
○

65.3
○

61.7
○

10
補
習
や
学
習
合
宿
は
、進
路
目
標
達
成
の
た
め
に
役
立
っ
て
い
る
。

25.8
21.1

25.8
24.2

52.7
52.0

49.8
51.5

18.7
21.4

17.9
19.4

2.8
5.4

6.5
4.9

78.4
73.1

75.6
75.7

○
○

71.6
○

64.9
○

64.8
○

11
国
際
交
流
に
将
来
参
加
し
た
い
。

18.7
18.4

18.3
18.5

23.3
24.6

24.7
24.2

38.5
37.9

33.7
36.7

19.4
19.1

23.3
20.6

42.0
43.0

43.0
42.7

×
49.0

×
47.8

×
12
福
祉
活
動
や
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
将
来
参
加
し
た
い
。

23.3
17.3

26.9
22.4

44.2
48.3

37.3
43.3

24.7
25.9

24.0
24.9

7.8
8.5

11.8
9.4

67.5
65.6

64.2
65.8

○
68.2

○
65.7

○
13
式
典
で
大
き
な
声
で
校
歌
を
歌
う
こ
と
が
で
き
た
。

46.6
×

43.5
×

41.7
×

14
明
る
い
あ
い
さ
つ
や
場
面
に
応
じ
た
言
葉
遣
い
が
で
き
て
い
る
。

47.7
38.4

35.8
40.6

44.5
53.4

53.8
50.7

6.4
7.5

9.0
7.6

1.4
0.7

1.4
1.2

92.2
91.8

89.6
91.2

○
○

92.5
○
○

89.7
○
○

15
保
護
者
へ
の
通
知（「
あ
い
の
だ
よ
り
」・
学
年
通
信
・
各
種
行
事
の
案

内
等
）は
保
護
者
に
必
ず
渡
し
て
い
る
。

50.2
45.9

42.3
46.1

34.3
40.5

36.9
37.3

13.1
11.6

15.4
13.3

2.5
2.0

5.4
3.3

84.5
86.4

79.2
83.4

○
○

79.7
○
○

77.9
○
○

80.3
○
○

16
心
身
の
健
康
維
持
、増
進
の
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

45.9
42.2

41.2
43.1

41.7
46.3

45.5
44.5

11.0
8.8

9.7
9.8

1.4
2.7

3.6
2.6

87.6
88.4

86.7
87.6

○
○

87.7
○
○

85.1
○
○

85.8
○
○

17
２
時
間
以
上
家
庭
学
習
を
確
保
し
て
、部
活
動
と
両
立
を
し
て
い
る
。

7.8
13.9

50.9
24.1

43.1
50.7

32.6
42.3

39.9
27.9

10.8
26.1

9.2
7.5

5.7
7.5

50.9
64.6

83.5
66.4

○
70.1

○
68.7

○
65.6

○

18
部
活
動
に
充
実
感
を
感
じ
て
い
る
。（
１
・
２
年
）

部
活
動
に
充
実
感
を
感
じ
て
い
た
。（
３
年
）

57.6
45.6

58.4
53.7

31.4
37.1

28.0
32.3

6.4
12.9

8.2
9.3

4.6
4.4

5.4
4.8

89.0
82.7

86.4
85.9

○
○

85.7
○
○

80.2
○
○

78.3
○
○

19
校
内
外
に
お
い
て
、袋
井
高
校
生
と
し
て
自
覚
あ
る
言
動
が
で
き
た
。

45.9
39.1

45.5
43.4

47.3
54.8

45.2
49.2

3.9
4.1

5.0
4.3

2.8
2.0

4.3
3.0

93.3
93.9

90.7
92.6

○
○

92.3
○
○

87.1
○
○

88.8
○
○

20
公
共
心
を
持
ち
、常
識
を
わ
き
ま
え
た
生
活
が
で
き
た
。

65.4
56.5

58.1
59.9

31.1
39.5

34.1
35.0

2.1
2.4

3.9
2.8

1.4
1.7

3.9
2.3

96.5
95.9

92.1
94.8

○
○

97.3
○
○

94.9
○
○

95.1
○
○

21
本
校
の
学
校
行
事
に
主
体
的
に
参
加
し
て
い
る
。

58.0
54.8

54.3
55.6

33.9
37.4

36.0
35.8

5.7
6.1

6.1
6.0

2.5
1.7

3.6
2.6

91.9
92.2

90.3
91.5

○
○

93.4
○
○

90.2
○
○

89.6
○
○

22
頭
髪
・
服
装
を
ル
ー
ル
に
そ
っ
て
守
っ
て
い
る
。

80.9
75.9

71.9
76.2

14.5
21.4

22.3
19.5

2.8
1.0

1.8
1.9

1.8
1.7

4.0
2.5

95.4
97.3

94.2
95.7

○
○

96.8
○
○

95.4
○
○

95.8
○
○

23
校
舎
内
外
清
掃
が
行
き
届
い
て
い
る
。

45.7
36.9

28.4
36.9

40.8
45.1

49.6
45.2

10.3
15.7

15.8
14.0

3.2
2.4

6.1
3.9

86.5
81.9

78.1
82.1

○
○

84.9
○
○

75.4
○
○

78.3
○
○

24
一
旦
停
止
や
、並
進
を
し
な
い
な
ど
、交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
登
下
校

し
て
い
る
。

58.0
51.0

53.4
54.1

36.4
42.9

38.3
39.3

3.9
5.1

5.1
4.7

1.8
1.0

3.2
2.0

94.3
93.9

91.7
93.3

○
○

94.9
○
○

91.5
○
○

92.8
○
○

25
学
校
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
利
用
し
、学
校
の
広
報
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

13.1
10.2

14.1
12.4

45.6
45.2

49.5
46.7

33.9
35.0

26.7
31.9

7.4
9.5

9.7
8.9

58.7
55.4

63.5
59.1

○
59.9

○
50.5

○
55.2

○

26
袋
井
高
校
新
聞
の
内
容
が
充
実
し
て
い
る
。

18.4
15.6

19.8
17.9

48.9
57.1

50.4
52.3

27.3
23.5

22.7
24.4

5.3
3.7

7.2
5.4

67.4
72.8

70.1
70.2

○
78.2

○
○

69.8
○

68.8
○

27
図
書
館
は
充
実
し
、整
備
さ
れ
て
い
る
。

52.3
53.7

47.1
51.1

41.0
38.4

41.7
40.3

5.7
5.1

8.3
6.3

1.1
2.7

2.9
2.2

93.3
92.2

88.8
91.4

○
○

94.9
○
○

92.0
○
○

92.2
○
○

28
図
書
館
は
、学
習
活
動
等
の
学
校
生
活
に
役
立
っ
て
い
る
。

33.7
37.4

40.4
37.2

43.3
46.9

43.3
44.6

19.9
11.9

13.0
14.8

3.2
3.7

3.2
3.4

77.0
84.4

83.8
81.8

○
○

88.4
○
○

82.9
○
○

80.1
○
○

29
芸
術
鑑
賞
教
室
は
、感
性
や
教
養
を
高
め
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。

90.3
○
○

82.6
○
○

76.9
○
○

30
大
規
模
地
震
等
に
対
す
る
防
災
意
識
が
高
ま
り
、自
分
で
で
き
る
こ

と
を
実
践
し
て
い
る
。

27.6
24.1

29.1
26.9

47.7
55.4

53.2
52.2

21.9
18.4

13.7
18.0

2.8
2.0

4.0
2.9

75.3
79.6

82.4
79.1

○
○

91.1
○
○

83.6
○
○

83.4
○
○

31
事
務
室
は
、学
校
の
窓
口
と
し
て
、適
正
な
対
応
を
し
て
い
る
。

44.3
42.9

46.0
44.4

44.3
47.6

43.2
45.1

9.2
6.5

7.6
7.7

2.1
3.1

3.2
2.8

88.7
90.5

89.2
89.5

○
○

93.3
○
○

90.5
○
○

88.9
○
○

32
本
校
に
入
学
し
て
満
足
し
て
い
る
。

25.8
18.0

25.5
23.0

51.2
51.0

51.8
51.3

18.0
24.5

17.3
20.0

4.9
6.5

5.4
5.6

77.0
69.0

77.3
74.4

○
80.0

○
○

70.4
○

70.5
○

＊
　
　
　
は
質
問
事
項
を
変
更
し
た
た
め
、過
去
の
デ
ー
タ
な
し

78.7
79.0

79.0
78.9

○
○

80.4
○
○

76.0
○
○

78.0
○
○

＊
今
年
度
は
30項
目
の
み（
　
　
　
部
は
質
問
か
ら
除
い
た
項
目
）
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0　
よ
く
あ
て
は
ま
る

1　
や
や
あ
て
は
ま
る

2　
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い

3　
ま
っ
た
く
あ
て
は
ま
ら
な
い

0＋
1の
百
分
率
k（
%
）と
し
て

75≦
k≦
100

○
○

と
す
る
。

50≦
k＜
 75

○
25≦
k＜
 50

×
 0≦
k＜
 25

×
×

令
和
２
年
度
　
学
校
教
育
活
動
自
己
診
断
集
計
結
果（
保
護
者
用
）　
〈
令
和
２
年
１２
月
実
施
〉

回
答
人
数
　
813名

／
837名

（
回
答
率
　
97％
）

№
質
　
問
　
事
　
項

令
和
２
年
度

令
和
元
年
度

平
成
30年
度

平
成
29年
度

0
1

2
3

Ｋ
判
定

Ｋ
判
定

Ｋ
判
定

Ｋ
判
定

1
教
育
方
針
や
学
校
生
活
の
様
子
及
び
諸
情
報
が
よ
く
伝
わ
っ
て
い
る
。

11.9
53.3

30.4
4.4

65.2
○

74.3
○

67.5
○

71.0
○

2
わ
か
り
や
す
い
授
業
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

9.5
58.8

29.4
2.3

68.3
○

64.7
○

67.5
○

71.1
○

3
福
祉
教
育
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

6.4
36.8

45.5
11.3

43.2
×

48.9
×

47.7
×

52.4
○

4
交
通
安
全
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

17.3
54.4

23.0
5.3

71.7
○

72.6
○

71.4
○

77.9
○
○

5
国
際
理
解
教
育（
海
外
研
修
や
姉
妹
校
交
流
な
ど
）を
通
じ
て
異
文
化
理
解
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

67.6
○

71.4
○

72.1
○

6
人
権
教
育
や
心
の
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

9.7
51.5

33.9
4.8

61.2
○

64.4
○

62.9
○

60.5
○

7
学
校
図
書
館
は
、生
徒
の
学
習
活
動
の
充
実
や
情
操
教
育
に
役
立
っ
て
い
る
。

16.7
54.0

25.0
4.2

70.7
○

78.7
○
○

73.9
○

80.5
○
○

8
進
路
行
事（
大
学
派
遣
講
座
・
学
年
PT
A
等
）は
生
徒
の
進
路
選
択
に
役
立
っ
て
い
る
。

19.2
53.3

24.4
3.2

72.5
○

86.0
○
○

75.8
○
○

80.5
○
○

9
教
職
員
が
協
力
し
あ
っ
て
学
校
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

21.2
59.9

16.1
2.8

81.1
○
○

85.0
○
○

81.0
○
○

77.9
○
○

10
保
護
者
か
ら
の
連
絡
、悩
み
、相
談
し
た
い
こ
と
に
つ
い
て
、教
職
員
は
適
切
に
対
応
し
て
く
れ
る
。

23.4
57.6

16.1
3.0

81.0
○
○

83.2
○
○

80.3
○
○

78.8
○
○

11
生
徒
は
、心
身
の
健
康
や
学
校
生
活
の
悩
み
等
に
つ
い
て
先
生
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

17.1
50.8

27.3
4.8

67.9
○

66.0
○

66.5
○

69.2
○

12
進
路
に
つ
い
て
の
情
報（
進
路
室
の
資
料
や
生
徒
配
布
資
料
等
）は
充
実
し
て
い
る
。

16.4
55.7

25.1
2.8

72.1
○

81.1
○
○

73.2
○

78.5
○
○

13
学
校
は
施
設
、設
備
の
整
備
、美
化
に
努
め
て
い
る
。

16.7
60.1

19.2
3.9

76.8
○
○

80.4
○
○

79.0
○
○

77.5
○
○

14
保
護
者
の
立
場
か
ら
み
て
、生
徒
が
経
験
し
た
修
学
旅
行
は
満
足
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

76.0
○
○

88.6
○
○

87.0
○
○

15
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
発
刊
物
・
行
事
な
ど
を
利
用
し
学
校
の
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

12.8
55.8

27.8
3.4

68.6
○

78.2
○
○

72.6
○

75.0
○
○

16
PT
A
総
会（
５
月
）の
資
料（
事
業
報
告
・
計
画
、決
算
・
予
算
等
）や
説
明
は
満
足
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

91.9
○
○

86.5
○
○

87.3
○
○

17
PT
A
総
会
や
こ
の
後
の
H
R別
懇
談（
5月
）は
満
足
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

88.7
○
○

86.8
○
○

84.7
○
○

18
１
、２
年
次
に
お
け
る
学
校
PT
A
（
9月
）の
学
校
近
況
報
告
や
類
型
・
コ
ー
ス
登
録
の
説
明
な
ど
は
満
足
で
き
る
も

の
で
あ
る
。

16.5
57.2

22.9
3.4

73.7
○

87.4
○
○

85.5
○
○

81.1
○
○

19
PT
A
活
動
が
充
実
し
て
い
る
。

8.6
51.8

35.2
4.4

60.4
○

77.1
○
○

73.5
○

76.6
○
○

20
地
震
時
の
学
校
の
対
応
に
つ
い
て
、生
徒
に
十
分
な
情
報
提
供
を
し
て
い
る
。

15.5
54.4

28.0
2.1

69.9
○

69.2
○

72.0
○

79.2
○
○

21
生
徒
の
怪
我
・
病
気
予
防
や
、健
康
増
進
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

20.7
60.6

17.0
1.7

81.3
○
○

76.8
○
○

73.6
○

76.1
○
○

22
校
舎
内
外
の
清
掃
活
動
や
美
化
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

21.5
59.5

16.7
2.2

81.0
○
○

81.6
○
○

81.0
○
○

77.3
○
○

23
学
校
祭「
緑
風
祭
」は
内
容
が
充
実
し
て
お
り
、生
徒
も
満
足
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

88.9
○
○

85.9
○
○

89.0
○
○

24
生
徒
は
部
活
動
に
対
し
て
、充
実
感
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

43.5
39.5

12.5
4.4

83.0
○
○

83.9
○
○

89.7
○
○

83.8
○
○

25
部
活
動
と
学
習
時
間
の
両
立
が
図
ら
れ
て
い
る
。

22.6
45.9

25.6
5.9

68.5
○

74.7
○

80.3
○
○

77.9
○
○

26
校
則
及
び
生
活
指
導
の
方
針
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

25.1
54.1

17.1
3.7

79.2
○
○

83.7
○
○

83.2
○
○

83.1
○
○

27
生
徒
の
服
装
や
頭
髪
等
は
満
足
で
き
る
状
態
で
あ
る
。

41.0
41.0

12.4
4.7

82.9
○
○

88.3
○
○

90.0
○
○

88.3
○
○

28
各
種
奨
学
金
、授
業
料
減
免
制
度
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
。

31.2
49.3

15.4
4.1

80.5
○
○

85.4
○
○

85.2
○
○

81.8
○
○

29
事
務
室
は
、学
校
の
窓
口
と
し
て
適
正
な
応
対
を
し
て
い
る
。

37.1
53.1

7.4
2.3

90.2
○
○

94.5
○
○

92.3
○
○

89.8
○
○

30
袋
井
高
校
に
入
学
さ
せ
て
満
足
し
て
い
る
。

34.6
50.1

11.8
3.6

84.7
○
○

87.0
○
○

85.7
○
○

83.9
○
○

73.4
78.9

77.7
78.3

＊
今
年
度
は
25項
目
の
み（
　
　
　
部
は
質
問
か
ら
除
い
た
項
目
）
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二
〇
二
一
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
は
、

一
月
十
六
日
（
土
）、
十
七
日
（
日
）
の
二
日

間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
志
願
者
数

53
万
５
２
４
５
人
（
２
万
２
４
５
４
人
減
）
で

し
た
。
本
校
の
三
年
生
も
２
８
４
人
が
受
験
し

ま
し
た
。
本
校
三
年
生
の
科
目
別
受
験
人
数
と

平
均
点
は
次
表
の
通
り
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
で
は
、
各
科
目
で
出
題
形
式
が
セ
ン
タ
ー

試
験
と
は
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
知
識
や
解
法

の
暗
記
の
み
で
解
答
で
き
る
問
題
は
少
な
く
な

り
、
思
考
力
・
判
断
力
を
発
揮
し
て
解
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
問
題
が
重
視
さ
れ
、
身
に
つ
け

た
知
識
を
様
々
な
場
面
で
実
践
的
に
活
用
で
き

る
か
を
問
う
出
題
傾
向
が
よ
り
強
く
な
っ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
全
科
目
を
通
じ
て
掲
載

さ
れ
て
い
る
資
料
、
グ
ラ
フ
、
地
図
、
写
真
、

文
章
な
ど
の
読
み
取
る
資
料
の
量
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
英
語
で
は
、
メ
ー
ル
の
内
容
と
添
付

フ
ァ
イ
ル
の
時
刻
表
、
水
族
館
の
混
雑
度
の
グ

ラ
フ
か
ら
五
つ
の
問
い
に
答
え
る
出
題
な
ど
、

資
料
や
問
題
文
の
情
報
か
ら
推
測
し
考
察
す
る

力
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
授
業
に
お
い

て
生
徒
が
学
習
す
る
場
面
、
日
常
生
活
の
中
か

ら
課
題
を
見
つ
け
て
解
決
方
法
を
考
え
る
場
面

な
ど
、
学
習
過
程
を
意
識
し
た
出
題
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。
日
本
史
Ｂ
で
は
授
業
で
の
学
習
発

表
が
素
材
と
な
り
、
国
語
で
は
学
習
過
程
で
作

成
し
た
ノ
ー
ト
を
完
成
さ
せ
る
問
題
な
ど
で

す
。

　
次
に
、
全
国
的
な
志
望
動
向
で
す
。
デ
ー
タ

ネ
ッ
ト
に
お
け
る
国
公
立
大
学
志
望
者
数
は
、

対
前
年
指
数
99
と
前
年
並
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
学
部
系
統
別
に
み
る
と
、
文
系
で
は
語
学

系
統
、
国
際
関
係
学
系
統
な
ど
で
志
望
者
数
の

減
少
が
見
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
理
系
で
は
医
学

系
、
薬
学
系
統
で
増
加
が
見
ら
れ
ま
す
。
難
易

度
別
に
み
る
と
、
経
済
・
経
営
・
商
学
系
統
で

は
Ｂ
判
定
値
60
以
上
の
偏
差
値
帯
の
大
学
で
志

望
者
数
が
増
加
し
、
45
～
54
の
大
学
に
お
い
て

減
少
が
見
ら
れ
ま
す
。
工
学
系
統
で
は
55
以
上

の
偏
差
値
帯
で
増
加
、
54
以
下
に
お
い
て
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
七
科
目
受
験
者
の
得
点
分
布
で
す
。

文
系
型
で
は
お
お
む
ね
前
年
並
み
で
す
が
、
得

点
率
八
割
以
上
の
高
得
点
者
層
は
前
年
比
93
％

と
減
少
し
て
い
ま
す
。
理
系
型
で
は
、
六
～
八

割
の
得
点
層
が
前
年
と
比
べ
て
一
割
近
く
増
加

し
た
一
方
で
、
高
得
点
層
が
前
年
比
87
％
と
減

少
が
目
立
ち
ま
す
。「
物
理
」「
化
学
」「
地
理
Ｂ
」

の
高
得
点
層
の
減
少
が
影
響
し
て
い
る
と
推
測

で
き
ま
す
。
文
理
と
も
に
高
得
点
層
の
減
少
が

今
年
度
の
分
析
結
果
に
な
り
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
試
験
に
比
べ
て
よ
り
思
考
力
が
問

わ
れ
る
内
容
の
出
題
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
学

ぶ
べ
き
こ
と
は
「
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
基
本

的
な
知
識
の
習
得
」
や
「
解
法
・
公
式
の
使
い

方
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
と
何
も
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
単
に
暗
記
を
し
て
い
る
こ
と
で

同
じ
パ
タ
ー
ン
で
あ
れ
ば
解
け
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
「
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
」
と
い
う
本

質
的
な
理
解
を
す
る
こ
と
で
様
々
な
状
況
で
使

え
る
知
識
・
技
能
と
し
て
身
に
つ
き
、
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
教
科
書
の
表
面
だ
け

の
理
解
で
は
な
く
、
内
容
の
理
解
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

国公立大志望動向（学部系統別）

前 共通テスト会場（静岡産業大 磐田キャンパス）

進路課

進
路
課
長
　
原
田
　
卓
彦

二
〇
二
一
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の

結
果
と
志
望
動
向
分
析

進
路
課

4あ い の だ よ り



教科 科目 満点
本　　校

2021 年度
共通テスト

2020 年度
センター試験

受験者数 平均点 全国平均点 全国平均点

英語
英語リーディング 100 276 52.0 58 58.2 

リスニング 100 276 50.6 57 57.6 

数学

① 数学Ⅰ・数学 A 100 181 49.6 58 51.9 

②
数学Ⅱ・数学 B 100 137 49.0 60 49.0 

数学Ⅱ 100 8 42.3 ＊ ＊

国語

国　　語 200 264 110.7 118 119.3 

現代文 100 264 62.4 ＊ ＊

古　文 50 247 21.4 ＊ ＊

漢　文 50 246 30.4 ＊ ＊

理科

①

物理基礎 50 5 40.8 37 33.3 

化学基礎 50 52 22.1 25 28.2 

生物基礎 50 99 28.9 29 32.1 

地学基礎 50 54 29.5 33 27.0 

②

物　　理 100 56 51.8 58 60.7 

化　　学 100 69 42.2 51 54.8 

生　　物 100 17 66.4 72 57.6 

地　　学 100 ― ― 48 39.5 

地理歴史

世界史 B 100 57 56.2 63 63.0 

日本史 B 100 103 61.8 64 65.4 

地理 B 100 61 53.6 60 66.4 

公民

現代社会 100 104 51.4 52 57.3 

倫　　理 100 ― ― 72 65.4 

政治・経済 100 1 51.0 50 53.4 

倫理、政治、経済 100 2 72.5 69 66.5 

総合型
５教科７科目文系型 900 65 505.1 549 552 

５教科７科目理系型 900 56 502.0 558 493 

※ 2021 年度の平均点は河合塾の予想数値（１月２０日現在）
※ 2020 年度平均点は大学入試センター発表の数値
　　　　　◇英語は筆記・リスニングの平均点を 100 点満点に換算したもの
※総合型　◇５教科７科目文系型…英語・数学（２科目）・理科（１科目）・地歴公民（２科目）受験者
　　　　　◇５教科７科目理系型…英語・数学（２科目）・理科（２科目）・地歴公民（１科目）受験者

2021年度大学入学共通テスト　科目別平均点・受験者数

進路課

5 あ い の だ よ り



２
年
部
よ
り

1
年
部
よ
り

総
務
課
よ
り

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
学
年
主
任
　
栗
田
　
秀
樹

　
十
代
後
半
の
高
校
二
年
生
と
一
年
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
思
春
期
真
っ
た
だ
中
の
こ
の
時
期
は
、
自
我
に
目

覚
め
高
い
理
想
を
抱
き
つ
つ
も
、
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
み

苦
し
む
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
打
ち
ひ
し
が
れ
、
挫
折
を
経
験

す
る
場
合
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　
思
い
返
せ
ば
、
自
分
の
青
春
時
代
は
苦
し
い
こ
と
の
方
が
多

か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
勉
強
面
で
は
自
分
よ
り
ず
っ
と
優
れ
た

同
級
生
に
ま
っ
た
く
か
な
わ
な
く
な
り
、
部
活
で
も
す
ご
い
先

輩
や
同
級
生
に
コ
テ
ン
パ
ン
に
さ
れ
て
、
自
分
に
自
信
が
持
て

な
く
な
り
ま
し
た
。
逃
げ
る
こ
と
も
多
く
な
り
、
さ
ま
よ
い
ま

し
た
。
逃
げ
る
こ
と
を
や
め
、
自
分
に
立
ち
向
か
う
ま
で
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
。
順
調
に
い
か
ず
、
右
往
左
往
し
て
苦
し
ん

だ
青
春
時
代
で
す
が
、

振
り
返
る
と
、
挫
折
し

た
経
験
が
自
分
の
人
生

に
大
き
な
意
味
を
加
え

て
く
れ
た
と
感
じ
ま
す
。

　
自
分
の
子
供
が
ち
ょ

う
ど
高
校
生
で
、
や
は

り
い
ろ
い
ろ
と
あ
っ
て

順
調
で
は
な
い
よ
う
で

す
。
親
と
し
て
は
気
を

も
む
ば
か
り
。
負
け
る

な
、
強
く
な
れ
よ
と
、

心
の
中
で
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

「
マ
ス
ク
」
の
下
に
は

一
学
年
主
任
　
落
合
　
克
弥

　
コ
ロ
ナ
に
蹂
躙
さ
れ
る
中
、
我
々
の
必
須
ア
イ
テ
ム
に
な
っ

た
マ
ス
ク
。
こ
の
「
マ
ス
ク
」
か
ら
僕
は
こ
ん
な
連
想
を
す
る
。

「
マ
ス
ク
」
↓
「m

ask

」
↓
「m

asked R
ider

」
↓
「
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
」
と
。

　
石
ノ
森
章
太
郎
は
本
郷
猛
に
、
「
改
造
手
術
の
傷
跡
を
隠
す

た
め
」
に
仮
面
を
か
ぶ
る
の
だ
と
告
白
さ
せ
る
。
ジ
ム
・
キ
ャ

リ
ー
は
超
人
に
な
り
、
レ
オ
様
は
全
く
の
別
人
に
な
る
。

　
ま
た
、
石
ノ
森
章
太
郎
は
こ
う
も
書
く
「
人
間
は
だ
れ
で
も

仮
面
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
仮
面
の
下
に
真
実
の
顔
が
あ
る
。」

　
い
つ
か
コ
ロ
ナ
終
息
の
日
が
や
っ
て
き
て
我
々
が
マ
ス
ク
を

手
放
す
と
き
、
そ
こ
に
ど
ん
な
顔
が
現
れ
る
の
か
、
楽
し
み
で

も
あ
り
、
恐
ろ
し
く
も
あ
る
。

卒
業
生
保
護
者
の
皆
様
へ

　
三
年
生
の
保
護
者
の
皆
様
、
お
子
様
の
御
卒
業
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
お
子
様
の
在

学
中
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、
学
年
P
T
A
を
始
め
と
し
た
様
々
な

P
T
A
関
連
行
事
に
つ
き
ま
し
て
御
支
援
、
御
協
力
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
特
に
、
中
原
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

他
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
評
議
員
の
皆
様
に
は
御
無
理
を
お
願
い
す

る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
つ
も
快

く
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
袋
井
高
校
の
発
展
を
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
卒
業
生
の
皆
様
、
並
び
に
保
護
者
の
皆
様
の
益
々
の
御
活

躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

一
年
生
・
二
年
生
の
保
護
者
の
皆
様
へ

　
本
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
連
行
事
へ
の
御
支
援
、
御
協
力
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
の
影
響
で
十
分
に
満
足
の
い
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
来
年
度
は
、
お
子
様
の
学
校
生
活
を
よ

り
充
実
し
た
も
の
に
す
べ
く
、
よ
り
充
実
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が

で
き
ま
す
よ
う
御
支
援
、
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（
総
務
課
長
　
久
野
正
勝
）

修学旅行代替旅行（１１月２０日）

体育大会（１０月２５日）

２年部・１年部・総務課

6あ い の だ よ り


